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1. はじめに 

 

IMI 語彙に基づくデータ項目への情報記述など、コンピューターを使ったデータ作成の

際、文字入力の対象となる様々なデータ項目に対して、特定の文字セットを指定して入力

する文字を制限したい場合がある。 

 

『文字セット定義の記法』には、文字セットを定義する記法及び定義された文字セット

の URI による参照方法が規定されているが、本仕様は、その URI 参照方法を用い、入力対

象となる文字セットを指定するための記法を規定する。 

 

なお、特定の用途に依存しないよう、本仕様では、指定された文字セットをデータ項目

へ対応付ける記法については規定の対象外とする。 

 

2. 文字セット指定の要件 

 

データ項目等に対して文字セットの指定を行うには、その項目に入力可能な文字セット

に関して、以下の 2 つの情報が表現されている必要がある。 

 

 「文字セット」の参照 

 文字セットの「指定強度」（“推奨”または“非推奨”） 

 

2.1「文字セット」の参照 

 

文字セットは、別資料『文字セット定義の記法』で規定された記法を用いて定義され、

個々の文字セットはテキスト形式で別個のファイルに格納・管理されている（ファイル名

拡張子は"txt"）。物理ファイルの格納場所に関わらず、文字セットにはグローバルに一意な

URI が割り当てられており、文字セットは、その URI を使って参照される。 

 

たとえば、ISO/IEC 10646 Annex A の Basic Latin コレクションに相当する文字セット

を定義した場合、それに対して以下のような URI を用いることが考えられる。 

 

【文字セットを参照するための URI の例】 

 

"https://imi.go.jp/CommonCharacterSets/ISOIEC10646annexA-compliant_Basic-Latin"  
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2.2 文字セットの「指定強度」 

 

本仕様では、データ項目に入力される文字が受け付けられるか否か、また受け付けの度

合いに関し、次の３つのレベルを設定する。 

 

① 「推奨」    ：入力を受け付ける文字（それを使用することが望ましい） 

② 「非推奨」  ：警告を出す文字（望ましくはないが入力拒否まではしない） 

③ 「使用不可」 ：入力を拒否する文字 

 

このレベルを判定するために、対象となる文字セットに、“推奨”および“非推奨”とい

う情報を付加し、それを文字セットの「指定強度」と呼ぶこととする（“推奨”または“非

推奨”以外の文字は「使用不可」な文字と見なされる）。これに基づいて、入力支援ツール

は文字の入力を制御する。 

 

JIS第3水準～第4水準漢字
（コレクション番号：371）

JIS第1水準～第2水準漢字
（コレクション番号：285）

“名称”

データ項目

斅

文字セットの
「指定強度」

文字セット

入力支援ツール

入力不可文
字です！！

入力

推奨されている文
字ではありません

学

OK

斆

斅

推奨

非推奨

②

③ 斆

(U+6585)

(U+6586)

学 (U+5B66)

①

 

 

図 1．文字セット指定時の「指定強度」の割り当て 

 

次に、本仕様が規定する記法を用いて IMI 語彙に対し使用可能な文字の制限を行う場合

を例に取り、文字セットを指定する仕組みについて図示する。 
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【名称】数字
【符号位置】 U+0030～U+0039

【名称】 アルファベット（大文字のみ）
【符号位置】 U+0041～U+005A

文字セット
https://△△△/Alphabet_Uppercase

【名称】KATAKANA
【符号位置】 U+30A0～U+30FF

IMI文字セットリポジトリ

ユーザー定義の文字セット
ユーザーのローカル環境

プロパティ用語＋文字セット指定データ項目

“組織名称フリガナ”
使用可能
文字制約{ }

“組織名称ローマ字”

IMI語彙記法によるデータモデル定義

使用

使用

ic:組織型> ic:名称>ic:カナ表記

ic:組織型> ic:名称>ic:ローマ字表記
使用可能
文字制約{ }

指定強度

文字セット
https://imi.go.jp/CommonCharacterSet/IMI_Utility_Numeric

文字セット
https://imi.go.jp/CommonCharacterSets/ISOIEC10646annexA-compliant_KATAKANA

IMI 文字セット

推奨

推奨

“組織住所郵便番号” 使用 ic:組織型> ic:住所>ic:郵便番号 使用可能
文字制約{ }

推奨

数字

大文字
アルファベット

カタカナ

【名称】BASIC JAPANESE
【符号位置】 U+0020～U+007E、U+00A2～U+00A3、

U+00A5・・・（中略）・・・U+30FB～U+30FE、
U+04E00～U+04E01、U+04E03、U+04E07～U+04E09・・・

【名称】JIS2004 IDEOGRAPHICS EXTENSION
【符号位置】 U+03402、U+3406、U+342C、U+342E、U+3468
・・ （中略） ・・・ U+2A602、U+2A61A、U+2A6B2

・
・

“組織名称” 使用 ic:組織型> ic:名称>ic:表記
使用可能
文字制約{ }

非推奨

JIS第1第2水準
漢字

JIS第3第4水準
漢字

文字セット
https://imi.go.jp/CommonCharacterSets/ISOIEC10646annexA-compliant_BASIC_JAPANESE

文字セット
https://imi.go.jp/CommonCharacterSets/ISOIEC10646annexA-compliant_ JIS2004_IDEOGRAPHICS_EXTENSION

推奨

・
・

・
・

 
図 2. データ項目への文字入力制限指定の構造
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3. 文字セット参照及び指定強度の記述 

 

文字セット参照と指定強度は、以下のようにして記述される。 

 

 「文字セット参照」⇒URI を用いる。 

 「指定強度」⇒ 

文字セット指定には、“推奨”“非推奨”の文字セットをまとめて指定するこ

とができる。 

“非推奨”は、"[NotRecommended]" というキーワードに続けて文字セッ

ト参照 URI を記述することによって表現する。キーワード無しで文字セット

参照 URI が記述された場合、それは“推奨”の文字セットと見なされる。 

なお、“推奨”文字セットと“非推奨”文字セットの両方に含まれる文字が

存在する場合、その文字は“非推奨”文字と見なすこととする。 

ところで、“推奨”指定を省略した記述（つまり“非推奨”指定のみの記述）

も許すこととし、その場合“推奨”文字セットとしては、すべての文字が指

定されたものとみなす。（※ただし、その記述には“非推奨”の文字セットも

指定されているので、“推奨”文字セットと“非推奨”文字セットの両方に含

まれる文字は“非推奨”と見なすという上記の規定を適用すると、結局、“非

推奨”指定された以外のすべての文字が“推奨”文字となることに留意され

たい）。 

 

これに従って図 2 で例示した文字セットへの参照を行う文字セット指定を記述すると、

次のようになる。 

 

use ic:組織型>ic:名称>ic:カナ表記 

{$"https://imi.go.jp/CommonCharacterSets/ISOIEC10646annexA-compliant_KATAKANA"} 

 

 

use ic:組織型>ic:名称>ic:表記  

{$"https://imi.go.jp/CommonCharacterSets/ISOIEC10646annexA-compliant_BASIC_JAPANESE | 

[NotRecommended] 

https://imi.go.jp/CommonCharacterSets/ISOIEC10646annexA-compliant_JIS2004_IDEOGRAPHICS_EXTENSION"} 

 

 

 

 

“推奨” 

“推奨” 

“非推奨” 
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また、“推奨”、“非推奨”いずれの文字セットについても、文字セット参照を "|" で区切

ることによって複数の文字セットを記述することもできる。複数の文字セットが記述され

た場合、“推奨”および“非推奨”それぞれの和集合を取った文字セットが指定されたもの

と見なす。 

 

 

 

use ic:組織型>ic:名称>ic:表記 

{$"https://○○.jp/AAA | https://○○.jp/BBB | https://○○.jp/CCC | 

[NotRecommended] https://○○.jp/DDD |[NotRecommended] https://○○.jp/EEE" } 

 

 

 

推奨”：文字セット https://○○.jp/AAA、https://○○.jp/BBB、https://○○.jp/CCC

の和集合 

 

“非推奨”：文字セット https://○○.jp/DDD、https://○○.jp/EEE の和集合 
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4. 文字セット指定のための構文 

 

文字セット指定は、１つの文字列で記述できるように設計されている。以下にその構文

を示す。 

 

≪文字セット指定≫ := 

("[NotRecommended]")? ≪文字セット参照≫ ("|" ("[NotRecommended]")? ≪文字セ

ット参照≫)* 

※ ≪文字セット参照≫の一部に単一引用符（U+0027）を含む場合、URI 記法の%エンコ

ーディングを用いて記述してもよい。 

※ ≪文字セット参照≫の記法には、RFC3986（http://www.ietf.org/rfc/rfc3986.txt）で

規定されている URI の構文を用いる。 

 

 

 

 

http://www.ietf.org/rfc/rfc3986.txt
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